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令和 7年７月４日 

（2025年） 

（仮称）吹田市藤白台５丁目計画に係る環境影響評価 

事後調査年次状況報告書（令和６年度版）の概要 

 

環境部環境政策室 

１ 内容 

令和 6年度（2024年度）に行われた（仮称）吹田市藤白台５丁目計画に係る工事について、事後

調査計画書（令和３年（2021年）12月）に基づいて事業者が実施した事後調査の結果及び環境保

全措置の実施状況をとりまとめている。 

工事中の事後調査報告書は、通常工事終了後に提出するが、本事業は工事期間が数年にわたる

ため、年次状況報告書を毎年度本市へ提出することになっている。 

 

２ 受理日 

  令和 7年（2025年）６月３０日（月） 

 

３ 事業者 

株式会社日本エスコン 

中電不動産株式会社 

株式会社豊泉家 

阪急阪神不動産株式会社 

 

４ 報告の概要と所見 

（１）騒音・振動 

工事中の建設機械の稼働による騒音・振動の測定結果は、いずれも評価書の予測結果及び騒

音規制法・振動規制法の特定建設作業に係る規制基準値を下回っていたことから、著しい影響は

ないと考える。 

本市は引き続き、低騒音型・低振動型の建設機械の採用など、環境影響評価で事業者が実施す

ることとなっている騒音防止措置の確実な履行を求めていく。 

（２）建設機械・工事関係車両の稼働状況 

令和６年４月から令和７年３月までの工事関係車両の月当たり延べ台数を示すとともに、評価書

に示した出入り口の状況や誘導員の配置等を示している。 

本市は引き続き、計画的な運行による工事関係車両の台数削減、交通混雑時を避けた走行時間

の調整等、環境影響評価で事業者が実施することとなっている環境保全措置の確実な履行を求め

ていく。 

（３）環境保全措置の実施状況 

工事の実施にあたっての環境保全措置について、令和７年３月末時点の実施状況又は実施予定

を示している。 

本市は、環境保全措置の実施内容について、調査結果をもとに検証し、その履行状況を確認して

いる。 

 

５ 今後の対応 

本市は、事業者に対して、環境保全目標の達成や基準値の厳守はもとより、さらなる環境対策を求

めることで、市民にとって良好な環境が保全されるよう指導していく。 


